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経
済
と
地
域
社
会
の
発
展
月
間 

／
米
山
月
間 

 
 

 

平
成
28
年
10
月
１１
日
（
火
） 

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

 
 

 

会
員 

58
名 

 
 

出
席
計
算
数 43

名
中
33
名
出
席 

出
席
率
76
・
74
％ 

前
々
回
出
席
率
95
・
83
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
４
Ｒ
Ｃ
正
副
会
長
紹
介 

★
４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
（
懇
親
会
） 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
奉
仕
の
理
想
」 

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

志
水 
哲
也  

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

よ
う
や
く
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
色
づ
く
街
路
樹
が
楽
し
み
で
す

ね
。 
 

 
 

 
 

 
 

照
井 

 

栞 

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
を
祝
し
て
。 

 
 

 
 

岡
部 

快
圓
・
林 

 

順
治 

 
 

 
 

佐
々
木 

功
・
吉
田 

憲
一 

 
 

 
 

神
谷
さ
つ
き
・
吉
田 

隆
彦 

 
 

 
 

小
澤 

幸
男
・
前
田 

隆
久 

 
 

 
 

吉
田 

明
夫
・
髙
木 

政
義 

 
 

 
 

竹
林 

正
人
・
植
松 

 

力  
 

４
Ｒ
Ｃ
正
副
会
長
紹
介
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

盛
田 

淳
夫 

副
会
長 

天
野 

源
之 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

梶
田 

 

知 

副
会
長 

飯
田 

鳴
登 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ  会 

長 

照
井 

 

栞 

副
会
長 

吉
田 

憲
一 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

山
田 

慎
也 

副
会
長 

青
木 

 

宏 

副
会
長 

加
藤 

龍
雄 

 

 

会
長
挨
拶 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ
会
長 

盛
田 

淳
夫
さ
ん 

        

本
日
は
10
月
11
日
、
名
古
屋
中
・

大
須
・
栄
・
名
古
屋
４
Ｒ
Ｃ
の
合
同
例

会
で
す
。
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
で
は
第
14
回 

通
算
３
３
２
８
回
の
例
会
で
す
。
本
日

も
会
員
の
皆
様
に
は
多
数
ご
出
席
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
変
恐
縮
で
す
が
、
慣
例
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
冒
頭
の
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

さ
て
、
４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
は
今
年
で

27
回
目
に
な
り
ま
す
。
４
Ｒ
Ｃ
の
歴
史

の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
名

古
屋
Ｒ
Ｃ
は
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年

に
発
会
式
を
行
い
、
翌
１
９
２
５
（
大

正
14
）
年
２
月
に
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
よ

り
承
認
を
受
け
、
日
本
で
３
番
目
の
ク

ラ
ブ
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

今
年
度
で
創
立
92
年
目
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年

10
月
に
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と

な
り
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年

２
月
に
は
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
が
ス
ポ
ン
サ

ー
と
な
り
、
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
が
設
立

さ
れ
、
１
９
８
５
（
平
成
元
）
年
８
月

名
古
屋
、
名
古
屋
中
、
名
古
屋
大
須
の

３
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年

４
月
に
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と

な
り
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
同
年
５
月
、
４
Ｒ
Ｃ
に
よ

る
合
同
例
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
度
の
服
部
ガ
バ
ナ
ー
は
、
ガ
バ

ナ
ー
方
針
に
お
い
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
活

性
化
の
た
め
に
積
極
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
同
士
が
交
流
し

よ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
本
日
の
合
同
例
会
は
従
来
型
の

ア
ナ
ロ
グ
ス
タ
イ
ル
で
す
の
で
、
４
Ｒ

Ｃ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
同
士
が
フ
ェ
イ

ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
で
、
ク
ラ
ブ
の

枠
を
超
え
て
親
交
を
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
以
上
、
簡
単
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

  
幹
事
報
告
並
び
に
出
席
報
告
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 

幹
事 

鈴
木 

忠
明 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

永
野 

光
容 

              

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

林 
 

順
治 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

笠
原 

 

猛 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス
報
告
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
 

加
藤 

千
豊 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

苅
谷 

治
良 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

小
澤 

幸
男 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

小
出 

政
巳 

  

乾 

杯 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
会
長 

梶
田 

 

知 

 

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
を
設
営
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
の
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
毎
年
こ
の
合

同
例
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

1356 
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で
は
、
名
古
屋
、
名
古
屋
中
、
名
古
屋
大

須
、
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
の
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま
し

て─
─
─

乾
杯
！ 

  

懇 

親 

会 

例
会
に
引
き
続
き
、
恒
例
の
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ

の
梶
田
知
会
長
の
ご
発
声
に
て
乾
杯
が
行

わ
れ
、
立
食
形
式
で
の
歓
談
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
、
４
Ｒ
Ｃ
が
親
睦
の
輪
を
広
げ
ま

し
た
。 

 

 

 

派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

報
告（
続
き
） 

「
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
」 

青
少
年
交
換
学
生 

足
立
芙
未
香 

学
校
は
午
後
３
時
前
後
で
終
わ
っ
て

放
課
後
が
暇
な
の
で
、
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス

と
学
校
の
部
活
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始

め
ま
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
男
女
問

わ
ず
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
人
気
な
の
で
す

が
生
憎
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
う
ま
く
な
い

の
で･･･

笑 

日
本
語
の
ク
ラ
ス
に
い
る

友
だ
ち
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
誘
っ
て
く

れ
て
、週
２
く
ら
い
で
行
っ
て
い
ま
す
。

で
も
私
は
も
っ
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
ポ

ー
ツ
を
や
り
た
い
の
で･･･

冬
に
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
と
か
な
い
か
な
ー
と
探

し
て
い
ま
す
。
で
も
ベ
ル
ゲ
ン
は
西
海

岸
で
暖
流
の
影
響
で
雪
が
降
ら
な
い
と

か
な
ん
と
か
…
。 

余
談
で
す
が
、
体
育
の
授
業
でflø

y 

-e
n

と
い
う
山 

に
何
回
か
登
り 

ま
し
た
！
天
気 

が
晴
れ
て
絶
景 

だ
っ
た
時
に
撮 

っ
た
写
真
が
あ 

る
の
で
の
せ
て 

お
き
ま
す
ね
。 

そ
れ
に
し
て
も
、 

体
育
で
二
時
間 

使
っ
て
山
登
り 

（
一
部
ラ
ン
ニ 

ン
グ
な
の
で
な 

か
な
か
足
腰
が 

鍛
え
ら
れ
ま
す 

笑
）
と
い
う
の 

は
と
て
も
ノ
ル 

ウ
ェ
ー
人
ら
し 

い
で
す
。 

＊
ホ
ス
ト
Ｒ
Ｃ
へ
の
ご
挨
拶 

９
月
に
入
っ
た
最
初
の
週
の
例
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
折
角
な
の
で
と 

思
い
、
浴
衣
を 

着
ま
し
た
。
９ 

月
の
頭
と
は
い 

え
、
気
温
は
13 

度･･･

少
々
寒 

か
っ
た
で
す
。 

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ 

の
ベ
ル
ゲ
ン
、 

シ
ー
ベ
ス
テ
ン 

ク
ラ
ブ
の
メ
ン 

バ
ー
を
始
め
、 

残
り
２
つ
の
私 

の
ホ
ス
ト
ク
ラ 

ブ
の
方
々
も
い 

ら
っ
し
ゃ
っ
て 

い
ま
し
た
。
そ 

し
て
私
の
高
校 

の
教
頭
先
生
と
、 

学
校
の
日
本
人
の
日
本
語
教
師
の
方
も

招
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
セ
カ
ン
ド
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
や

今
日
本
に
来
て
い
る
シ
ン
ド
レ
く
ん
の

お
母
さ
ん
に
も
会
い
ま
し
た
。
例
会
は

か
っ
ち
り
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
て
、

と
て
も
自
由
な
も
の
で
し
た
。
ス
ピ
ー

チ
は
３
分
間
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
で
行
い

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
発
音
が
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
の
で
も
っ
と
練
習
し
て
次
は
も

っ
と
流
暢
に
話
し
た
い
で
す
。
特
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
決
ま
っ
て
い
な
く
て
、
私

の
ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
っ
た
ら
日
本
人
の

先
生
が
卓
話
？
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
は
、
日
本
の

今
の
福
祉
制
度
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

例
会
が
終
わ
っ
て
ホ
ス
ト
マ
マ
と
家

に
帰
る
と
き
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
福
祉
制

度
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ

ー
で
は
子
供
が
い
る
家
庭
と
子
供
が
い

な
い
家
庭
で
消
費
税
が
か
な
り
違
い
ま

す
。
今
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
子
供

が
い
な
い
の
で
、
消
費
税
が
50
％
く
ら

い
ら
し
い
で
す
。
こ
れ
に
は
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
子
供
が
い
る
家
庭
の
税
率

は
35
％
く
ら
い
ら
し
い
で
す
。
で
も
、

も
し
子
供
が
ほ
し
く
て
も
で
き
な
か
っ

た
家
庭
の
方
々
に
は
辛
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。 

＊
旅
行 

今
月
は
合
宿
が
多
か
っ
た
で
す
！
ま
ず

は
、
学
校
の
合
宿S

tra
n

d
e
b

a
rm

と
い
う
場
所
に
一
泊
二
日
で
泊
ま
り
ま

し
た
。
学
校
か
ら
２
時
間
く
ら
い
バ
ス

に
乗
り
ま
し
た
。
着
い
て
す
ぐ
、
各
ク

ラ
ス
２
チ
ー
ム
ず
つ
出
し
て
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
！
私
は
中

学
の
時
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
だ
っ
た
の
で
、

な
か
な
か
活
躍
で
き
た
と
…
勝
手
に
思

っ
て
い
ま
す
笑
。そ
し
て
な
ん
と
！
！
！

私
た
ち
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
！

景
品
と
し
て
私
の
学
校
の
セ
ー
タ
ー
？ 

        

の
よ
う
な
も
の
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

サ
イ
ズ
は
Ｘ
Ｓ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、、、

か
な
り
大
き
か
っ
た
で
す
笑 

そ
の
あ

と
は
海
に
行
き
、
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し

た
！
な
か
な
か
日
本
に
い
た
と
き
は
海

に
行
け
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。 

夜
ま
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
子
た
ち
と

た
く
さ
ん
語
り
合
い
笑
（
日
本
の
こ
と

は
勿
論
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
せ
る
子
が

友
達
に
い
る
の
で
ア
ラ
ビ
ア
語
の
文
字

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
楽
し
か
っ
た

で
す
。）、
次
の
日
は
山
登
り
を
し
ま
し

た
。
海
も
行
っ
て
山
も
行
っ
て
、
夏
を

満
喫
し
た
贅
沢
す
ぎ
る
合
宿
で
し
た
。 

（
続
き
は
次
号
以
降
に
掲
載
致
し
ま
す
。） 

 

10
月
27
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
和
っ
と
大
須 

大
須
大
茶
会
」 

11
月
３
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

法
定
休
日 

11
月
10
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

 

11
月
５
・
６
日
（
土
・
日
） 

地
区
大
会 於 

Ｗ
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル  

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会   

 
 
 

吉
田 

隆
彦
・
杉
浦 

令
淑 

近
藤 

明
美
・
伊
藤 

正
明 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 


